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ガシェ家芳名録の資料的意義について

尾　本　圭　子＊

はじめに

この度のシンポジウム「ファン・ゴッホと日本  

－　ガシェ芳名録紹介本をめぐって」で取り上げ

られることとなった「ガシェ芳名録」とは、1920

年代と30年代に、パリの北西30キロほどのオー

ヴェール･シュル･オワーズにあった医師ガシェの

家にゴッホの絵を見に訪れた日本人たちの署名の

ある芳名録のことであり、当時フランスへ渡っ

た日本の芸術家や文化人240名以上の記録資料と

いえるものである。この資料は、フランスで一

昨年末に、Van Gogh, pèlerinages japonais à Auvers, 

études et présentation des livres d’or de Paul Gachet、

すなわち『ファン･ゴッホ、日本人たちのオー

ヴェール巡礼　－　ポール・ガシェ家芳名録の研

究と紹介』１というタイトルで尾本が編集解説を

し、フィンダクリー出版という東洋美術関連の本

を出版しているフランスの出版社が、芳名録を所

蔵しているギメ美術館と共同出版したものである。

フィンダクリー出版社がこの特殊な内容に非常に

関心をもち、写真撮影やレイアウトに力を入れた

ことで、資料そのもの全体を美麗に紹介すること

が出来た。本シンポジウムではこの出版の経緯と、

調査を通じて見えてきた芳名録の資料的な意義を

中心に紹介させていただくこととした。

Ⅰ．ガシェ家芳名録の背景と出版の経緯

１）ガシェ家とガシェ・コレクション

オーヴェール･シュル･オワーズがゴッホの終焉

の地となったことはよく知られていることであ

る。南仏の精神病院にいたフィンセント・ファ

ン・ゴッホが、弟テオのすすめで1890年５月20日

に南仏からオーヴェールに精神科の医師、ポール

＝フェルディナン・ガシェ（1828－1909）を頼っ

て移り住み、その最後の２か月余りの間、精力的

に制作していたのであったが、この地で命を絶つ

ことになってしまったのである。

ガシェ医師（1928－1909）はフランス北部の

リール市出身であるが、パリで医学の勉強をし、

南仏のモンペリエ大學で「憂鬱症の研究」で学位

をとった医師であった。パリで診療は続けていた

が、夫人のブランシュが結核になったことから、

オーヴェールに1872年から家をかまえた。しか

し夫人はその３年後、息子のポールを生んでから

亡くなってしまう。アマン・ゴーチエ（1825－

1894）という画家の描いた若いガシェ医師の肖像

画があるが、ガシェ医師はゴーチエとは子供時代

からの友人であった。この画家がパリで当時の前

衛画家たちのクールベやシャンフルーリなどと親

しくしていたことから、ガシェ医師もその世界に

接し、美術愛好家となり、油彩画もたしなんでい

た。またゴーチエの紹介で19世紀の重要な版画家

のシャルル・メリヨン（1821－1868）とも交流

するようになり、自ら銅版画の制作をしたりする

ほどになる。オーヴェールではピサロや、またピ＊フランス・ギメ美術館館長付顧問
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サロの紹介でセザンヌ、ギヨーマンなど印象派の

画家たちとも交流をしていたが、ピサロがゴッホ

の弟テオにすすめたことで、ゴッホがオーヴェー

ルに来ることになったのであった。ガシェ医師は

ゴッホに深い関心を寄せ、医師としてまた友人と

して親しく世話をし、ゴッホの最後を看取ったこ

となどから、ゴッホの油彩画やデッサンなどを数

多く所蔵することになる。ガシェ医師はまた交流

をしていたセザンヌやモネ、ピサロ、ギヨーマン、

ルノワールら印象派の画家たちの作品も所蔵して

いた。

ガシェ医師の息子のポール･ガシェ（1873－

1962）は、特に職業はなかったようであるが、強

いて言えば「画家」で、サロン・デザンデパンダ

ンなどに出品していた。所蔵していた絵画作品の

模写や、銅版画も制作する一方、ブロンズでゴッ

ホのメダイヨンも残している。彼はゴッホが自殺

を図った当時16歳だったが、傷ついたゴッホを一

晩中看病した。その礼としてゴッホの弟のテオか

ら、現在オルセー美術館所蔵の油彩画「バラ」の

絵や、ゴッホが所蔵していた浮世絵14点などが贈

られたという。ガシェ医師が1909年に死去した

後、そのコレクションは息子のポール・ガシェと

姉のマルグリート＝クレマンティーヌ=エリザ・

ガシェ（1869－1949）の所蔵となる。このガシェ

医師と印象派の画家たちとの交流や、ガシェ・コ

レクションについては、1999年にパリのグラン

パレとニューヨークのメトロポリタン美術館で展

覧会が催され、詳しいカタログがあり貴重な資料

となっている２。

グランパレのカタログによると、ガシェ家が所

蔵していたゴッホの油彩画は27点であったよう

であるが、この芳名録の日本人たちが訪れた1920

年代には20点ほどであったそうである。その後

さらに売却されたものもあったが、第二次大戦

後、ポールと姉のマルグリートは、最後まで所蔵

していたコレクションを1949年、1951年、1954

年の３回にわけて国家に寄贈した。ただし「オー

ヴェールの教会」のみは国が購入している。現

在オルセー美術館所蔵のガシェ・コレクション

のゴッホの油絵は８点となっており、もう１点が

リール市立美術館に移管されている。また、オル

セー美術館ではゴッホの作品はゴッホの展示室に、

それ以外のものは、ガシェ・コレクション室にま

とめて展示されている３。

２）日本人のガシェ家訪問の経緯

最初にガシェ家を訪れた日本人は、画家の山本

鼎と森田恒友であったと思われる。それは1914年

のことであった。ガシェ医師は1909年に死去して

いるので、息子のポール･ガシェの代であり、ポー

ルは1911年にエミリエンヌと結婚していたので、

ガシェ邸には姉のマルグリートも加えて三人が住

んでいた。山本鼎の『美術新報』に寄せた「オー

ベル、シュール、オワーズ」４という紀行文によ

れば、彼らはオーヴェールに絵を描きにいったの

であるが、ゴッホの墓地について土地の人にたず

ねたところ、ガシェ医師の家の存在を知ることに

なり、訪ねていったとのことである。しかしこの

山本と森田の訪問の時点ではガシェ家が改修工事

中で、彼らが見ることが出来たのは一階に飾って

あったゴッホのデッサン５点のみであった。

その数カ月後に、再び山本鼎が今度は画家の足

立源一郎と共に訪れる。その時にはポール・ガ

シェ自身が戦争に動員されており、戦争というこ

とで作品類が安全な場所に保管されてあったこと

から、何も見ることは出来なかったという５。事

実、グランパレのカタログによればポール･ガ

シェは1914年から５年間動員されていた。

この山本鼎の訪問は「芳名録」以前のことであ

るが、その紀行文については、初期の訪問者につ

いて共通する興味深い点が二つ指摘される。一つ

は、このオーヴェールというところは、昔からコ

ローやドービニーなどが風景画を描きにきていた

という風光明媚なところで、この山本たちが来た

目的はまず絵を描くためであり、ガシェ家の存在
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についてはその地に来てからたまたま知ったとの

ことであり、もともとガシェ家目当てでなくオー

ヴェールに来ていたという点である。これは当時

の日本人画家たちにとっては、オーヴェールはま

ず絵を描きにゆくところであったのであり、それ

がまた多くの画家たちのガシェ家訪問にもつな

がっていったといえる。

第二の点は、紀行文を残すということである。

オーヴェールについては、いわば日本人の巡礼記

のようなものがいくつか当時の美術雑誌などに掲

載された。たとえば里見勝蔵、前田寛治、中山巍、

田辺孝次、斎藤茂吉、式場隆三郎などのものがあ

り、そうした巡礼記は今回の調査にとっては大変

参考になった。オーヴェールには、ゴッホが住ん

でいたカフェ･ラヴーや、画題となった役場や教

会、麦畑、そしてゴッホ兄弟の墓などといった文

学的なインスピレーションを喚起するものが多く

あったという特別の「場」であったからであろう

が、日本人のオーヴェールのゴッホ詣でというも

のは、特別な現象とでもいえるのではないだろう

か。またこうした巡礼記などを読んでから、パリ

へ渡った日本人たちが、次々とオーヴェールのガ

シェ家を訪れるようになったのであろうことは想

像に難くない。

このように多くの日本人がガシェ家にゴッホの

絵を見に行ったということの裏には、これは田中

淳氏のテーマとも関係するが、日本におけるゴッ

ホに対する熱狂が非常に早く、雑誌『白樺』など

にあおられたという特殊な背景があったことも重

要であった。そのような日本人たちがはるばる

パリに来て、日本では見られなかった実物のゴッ

ホの作品を見ることが当時可能であったのは、パ

リの美術館ではゴッホの絵はわずか３点、つまり

ルーヴル美術館に１点、リュクサンブール美術館

に２点のみという状況にあった。パリの画廊のベ

ルネーム＝ジュンヌでは10数点ほどあったが常

設ではなく、特にゴッホの最後の作品を所蔵して

いたガシェ家は重要な場となっていたのである。

第一次大戦後、日本経済の発展で円が強くなっ

たことや、シベリア鉄道も出来たこともあり、

1920年代になると急激に多くの日本人芸術家や

文化人がパリへ赴くことが可能になる。この時期

では、フォーヴィスムの画家の里見勝蔵がガシェ

家を訪れた最初の日本人であったようである。彼

は大正10年（1921年）５月にパリに着くが、その

年の９月頃オーヴェールにゆき、ガシェ家を訪れ

た。彼もオーヴェールに絵を描きにゆくが、地元

の少年にガシェの家についてたずねたところ、そ

の少年の連絡で、むしろガシェ家の方から会いた

いとのことで、訪問することになったということ

が、雑誌『白樺』掲載の「ゴオホに関する通信」６

に書かれている。その頃、画家の間部時雄や硲伊

之助らもそれに続いたようである。ただその初期

には芳名録はまだ存在していなかったわけで、彼

らが最初の署名者ではない。最初の署名者は、大

正11年（1922年）３月９日の画家の黒田重太郎で

あった。

３）ガシェ家の日本の美術品と図書資料コレク

ションのギメ美術館への寄贈と譲渡

　ギメ美術館が芳名録を所蔵することになったの

は1958年で、後継者のいなかったポール・ガシェ

は重要な美術作品類をルーヴル美術館に寄贈して

整理した過程で、たとえば母親のクリノリンのド

レスをパリ市のガリエラ・モード美術館に寄贈す

るなどと、きめこまかく寄贈先を選択しており、

日本関係のものは、国の東洋美術館であるギメ美

術館に寄贈と譲渡という形で入れることにしたか

らであった。ギメ美術館では、画帖や浮世絵のよ

うな美術作品は日本美術部へ、書籍資料類は図書

館へと分散され、日本美術部には５点、図書館に

は19点所蔵されることになった。

４）ガシェ家芳名録紹介本の出版

尾本がギメ美術館図書館の日本語文献資料担当

の司書として就職したのは1977年の秋であった
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が、日本人によるゴッホ関係の書籍が書架に置か

れているのを見かけてはいたものの、なぜ東洋美

術の専門の図書館にゴッホ研究書などがあるのか

不思議に思いつつも、東洋美術関係の文献整理に

忙しく、その中に三冊の芳名録があることを発見

して驚いたのはしばらく後になってからのことで

あった。それは1980年頃であったが、当時日本

の近代美術についてのフランスでの関心はまだ高

くなかったことから、日本にとっては重要なこの

ような資料をどのように紹介することが出来るの

かと思案していた。偶々、神戸大学の西洋美術史

ご専門の故池上忠治教授が夏休みで来訪されたこ

とから、教授に日本の新聞に紹介記事を書いてい

ただくことになった。その後、池上教授から芳名

録全体を紹介してほしいとの依頼があったものの、

図書館長フランシス・マクワンにも相談したが、

フランスの国立機関所蔵の貴重な資料の場合、ま

ずフランスで紹介せねばならない、という決まり

のようなものがあり、それをどのようにクリアす

るかが課題であった。結局、とりあえず尾本が少

しずつ一人一人についてのカードを作成し、日本

への帰国時に図書館の辞典などを渉猟して、調査

してゆくことにした。またそのデータを当時の東

京国立文化財研究所の三輪英夫氏にお見せし、さ

らに判明することなど補充していただいくことも

あった。その後、尾本がギメ美術館での他の仕事

に追われることで調査の継続も困難になり、中断

状態になってしまっていたが、時間的余裕も出来

た数年前、マクワン図書館長の希望もあり、調査

を再開し、フランスで出版紹介することにこぎつ

けることが出来たのである。

出版を可能にしたのは、ひとつには、30年前

と比べると、フランスでの日本の近現代に対する

関心に大きな進展があったことである。映画や翻

訳も多くされている日本の近現代の文学書を通じ

てフランス一般人の近現代日本文化に対する知識

や関心が高くなっていたこと、フランス人による

日本の近現代の美術についての研究書なども出版

されるようになったこと、パリの日本文化会館で

も日本近代絵画展などが催されるようになったこ

と、さらにはマンガブームの時代ともなってきて

いることなどで、近現代日本に関するいわば地味

な文献資料紹介の出版も可能となってきたのだと

いえる。ただし、日本近代美術史に関していえば、

現在も一般のフランス人にはまだ藤田嗣治以外は

知られていないことも事実で、むしろ現代作家の

ほうが知られている状況である。そのために、ガ

シェ芳名録の出版が日本の近代美術史の一面を伝

える機会になればというのが出版関係者の意図で

もあった。

■　出版の方針と内容としては次のように決めら

れた。

⑴　芳名録の資料全ページを写真で紹介すること。

そのためにギメ美術館と外部の出版社との共同出

版とする。芳名録各ページの写真の横にその内容

をなるべく忠実に日仏両国語で翻刻し、添え書き

の翻訳もする。

⑵　解説はフランス語のみで、フランス人読者に

も解り易いものにする。

⑶　そのために序文として日本におけるゴッホ受

容の歴史についての概要を付ける。

⑷　三冊の芳名録それぞれについての解説を書く。

⑸　ギメ美術館所蔵のガシェ･コレクション全体

のリストを作成する。

⑹　芳名録の署名者たちの表を作成する。

⑺　ギメ美術館日本美術部にある『画帖』もイラ

ストとして紹介する。

■　出版に際しての注意と問題点や反応としては

次の点があげられた。

⑴　内容的に多くの日本人の名前が登場すること

で、フランス人読者になるべく読みやすいものに

すること。そのためにイラストも出来る限り使用

する。これには幸い日本で多くの関係者や関係機

関の協力を得た。

⑵　署名者たちについては、なるべくゴッホとの

関係を中心として紹介したが、内容の性質上、他
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の西洋美術との出会い、たとえばルノワールやセ

ザンヌやマチスなどの受容についても触れざるを

えない。結果として、日本の近代文化史の一面を

紹介するようなもの、いわば近代日本の西洋との

邂逅を、芳名録を通して覗いてみるようなものに

なった。

⑶　調査や解説は資料の性質上、まずは実証的な

アプローチであくまでも史実を追跡し、呈示する

ことを主眼とし、解釈や分析などは極力控えた

が、多数の人物に関するものであり、相当な文献

を調査したものの、まだ不十分であり、誤ったこ

ともあり得る。人名の確認においても、同姓同名

の問題も浮上したが、出来る限り署名の時期にフ

ランスに滞在していたかを確認するように心がけ

た。しかし個々の人物や各分野の専門家による今

後のさらなる検討の必要も残されている。利用の

便宜をはかり、署名者のデータの表を作成し、人

名、生年、没年、署名の日付、渡仏年、職種など

出来るだけの情報を記載したが、これには日本語

の出来ないフィンダクリー出版社の大変な協力も

得たものの、文字のミスが少し残っている。

⑷　出版についてのフランスでのこれまでの反

応としては、インターネット美術誌にオルセー

美術館の専門家からの好意的な書評があったこ

と、オーヴェール･シュル･オワーズのゴッホ研究

所の関係者等が特別に強い関心をもってくれたこ

と、日本に関心のあるフランス人たちが、一気に

面白く読めたとの反応があったことなどが、幸い

であった。各登場人物たちの、芸術探求への思い

の迫力ゆえであろうと思えるが、たとえばその名

前も知らなかったようなフランス人読者が「前田

寛治が早く死んでしまって残念だったね」という

反応など興味深いことであった。（尚、賞として

第１回小林宏記念日仏図書館情報学会賞を授与さ

れたことは光栄なことであった。この場をお借り

して感謝の念を記させていただきたい。）

Ⅱ．ガシェ家芳名録について

１）三冊の芳名録のデータ

芳名録は三冊あり、それぞれサイズや用紙など

が違うものであるが、いずれにもポール・ガシェ

が日本人の手引きによって書いたと思われる題名

が表紙に記されてあり、いずれも手製の和綴じと

なっている。全体で署名者は約245名で、そのう

ち２名はフランス人のようである。特定不可能な

人名は約30名のみであった。その意味では芳名録

として稀なものといえる。

一冊目は『芳名録初編』と題され、サイズは最

も小型で（17.3×14cm）、署名は、1922年（大正

11年）３月９日から12月17日までで、その数も26

名と少ない。

　二冊目は『芳名録』と題され、サイズは中型で

（23×23cm）、中国製と思われる赤い罫線のある

ノートで、署名は、1922年（大正11年）12月17

日から1928年（昭和3年）10月27日までの141名で、

最も多い。

　三冊目は『出頭没頭』という不思議な題名で、

横長で最も大きく（19×27cm）、これも中国製の

ようで、蘭の模様が木版で刷られて地紋となって

いるノートで、署名は、1929年（昭和４年）３月

３日から1939年（昭和14年）４月24日までの94

名である。

この他に1926年５月26日に、パリの日本人会館

で日本人画家14名が、ポール・ガシェに感謝の会

を催し、その際に集合した人たちが署名をした一

枚の和紙が２冊目に挿入されていた。芳名録に記

帳していない山脇信徳や林倭衛など重要な画家も

いるが、彼らも芳名録署名者として扱った。

芳名録それぞれの特徴としては一冊目と二冊目

は単なる署名のみでなく、ガシェへの感謝の気持

ちやゴッホを見ての感激の言葉などが添えられて

いるが、三冊目は、ただ名前の署名だけのものと

なっている。すべて毛筆によって日本語で記帳し

ているが、そのローマ字化は本人が添えてある
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場合もあるが、そうでない場合はガシェが鉛筆で

記入している。時にはガシェがフランス語で「画

家」とか「音楽家」という添え書きもしているの

で、人物の同定に役に立つこともある。

三冊の時期をみると、はじめの二冊は画家に関

していえば、二科会をはじめ、独立美術協会や春

陽会の画家が多く、印象派やフォーヴの傾向の作

家が多いのに比べて、３冊目の1930年代の署名者

にはシュルレアリスムや抽象画家などの前衛作家

などが登場するようになる。

三冊全体を通じていえば、画家が圧倒的に多い

が、彫刻家としては、ブールデルなどに師事して

いた保田龍門、木内克、清水多嘉示や高田博厚な

どがおり、美術史家や評論家では、矢代幸雄、児

島喜久雄、森口多里、尾高鮮之助、田辺孝次、板

垣鷹穂、富永惣一など、文学者では片山敏彦や斎

藤茂吉、音楽家では相馬政之助や小松耕輔などが

登場する。

２）芳名録の資料的意義について

この芳名録の資料的意義についてみると、芳名

録によって新たに確認される事実があること、当

時の日本美術界が反映されていること、日本画の

画家たちの存在の重要性がみられることなどがま

ず注目される。ここではその数例を紹介するが、

別の視点からの検討により、他に興味深い発見な

ども出てくることもあるであろう。

Ａ）芳名録によって確認される事項

　⑴　国画創作協会

『芳名録初編』は、『欧州芸術巡礼紀行』７とい

う1923年に出版されたヨーロッパ訪問記を書い

た黒田重太郎や、そのイラストにヨーロッパ滞在

中のスケッチを送った渡欧仲間であった国画創作

協会の日本画家の土田麦僊、小野竹喬、野長瀬晩

花の署名にはじまる。彼らがガシェ家を訪れたこ

とは、麦僊の書簡で判明してはいたが、その時期

が芳名録によって確認される。それは、彼らの南

仏とイタリア旅行の後で、スペイン旅行の前とい

うことになる。

麦僊がゴッホの絵を購入したことや、その日付

は彼の書簡で判明している。またガシェ家にゴッ

ホを見にゆくことに格別興味をもっていたことも

書簡に伝えられている。その訪問の日が絵の購入

の20日後であったことが、芳名録で判明する。ま

たこの後、麦僊は日本美術品の骨董商をパリでし

ていた青山三郎と連れ立って二度ほどガシェと

会ったということも書簡で判るが、麦僊はガシェ

･コレクションの購入を考えていたのであろう

か８。

なぜか黒田重太郎の署名は、麦僊たちの署名

の一日前の日付「大正11年３月９日」になって

いる。黒田重太郎はゴッホの評伝『ヴァン･ゴオ

グ』9を出版したばかりで、それをポール・ガシェ

に献呈しているが、その献辞にはその翌日、すな

わち麦僊たちが署名をしている日の1922年３月

10日の日付で「巴里にて」となっているので、パ

リでサインしたものを翌日麦僊たちに託したのか、

あるいはその翌日麦僊たちを案内してガシェ家を

再度訪れたのかもしれない。近年の黒田重太郎の

展覧会のカタログ10の詳しい年表にもこの訪問に

ついては触れられていないので不明である。この

黒田のゴッホ評伝は、黒田がテオドール・デュレ

のゴッホ伝の翻訳を始めたものの、黒田自身によ

る評伝を書く結果となったものであるが、それに

ついては稲賀繁美氏による詳しいご研究がある11。

それは日本人による最初のゴッホ評伝となり、そ

の意味でも黒田がガシェ家芳名録の最初の署名者

であることは興味深い。

　⑵　小野竹喬

小野竹喬は、ここではまだその師の竹内栖鳳か

らもらった雅号の「竹橋」の文字で署名している。

小野竹喬のヨーロッパ滞在は1921年から22年で

あったが、その帰国後の1923年７月に雅号を「竹

喬」に改めたことを住所変更とともに通知してい

るが、芳名録の時点ではまだ「竹橋」であったこ
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とが確認される12。

　⑶　坂田一男

第二冊目の『芳名録』は、坂田一男の署名で

はじまるが、彼はキュビスムの画家のフェルナ

ン・レジェの弟子になり、助手にもなり、日本に

おけるキュビスムのパイオニアとしての重要な画

家となった。岡山県立美術館の『1920年代パリ

の日本人画家』展のカタログ13によれば、彼はパ

リでは日本の画家たちとの付き合いを避けていた

ということであるが、そのおそらく少なかったで

あろう交友関係が判明する。坂田は芳名録に２回

署名している。一回目は芳名録二冊目の最初の日

付の1922年12月17日になるが、同じ日に画家の

青山義雄が初編の最後にサインをしており、青山

は友人であったとのことからすると、一緒に訪れ

たと思われるが、なぜ別々のノートに署名してい

るのか疑問である。上記のカタログによれば、こ

の頃、坂田はパリのサロンドートンヌに落選して

いる。これには日本人16名が入選していた。坂田

は自分の落選は当時審査員になっていた藤田と仲

がよくなかったからと考えたようであるが、いず

れにせよ、辛い時期であったといえる。そうした

時期に音楽家の小松耕輔とは親しかったそうであ

るので、彼の数日前に署名をしている小松にすす

められて、ゴッホの絵を見に来たことが考えられ

る。また興味深いのは、その一ヵ月後の1923年

１月16日に二科会のグループの石井柏亭、正宗得

三郎、坂本繁二郎と一緒に再度ガシェ家を訪れて

いることである。それについては石井柏亭もパリ

滞在記に書いている14。坂田は岡山県の出身であ

り、正宗と同郷の関係であったことから案内役で

あったのであろうか。彼はその頃モンパルナスの

アカデミー・モデルヌでオトン・フェリスに師事

していたが、それに飽き足らず、1923年11月に

同じアカデミーのフェルナン・レジェに師事する

ようになり、レジェの助手にまでなる。カタログ

『坂田一男展　前衛精神の軌跡』15によれば、時期

は不明であるがオーヴェール・シュル・オワーズ

の近くにも住んでいたこともあったとのことであ

る。

　⑷　佐伯祐三

芳名録による最も興味深い発見は、佐伯祐三に

関することであろう。それは彼が里見勝蔵の手引

きにより、パリで制作した自分の絵を見せにオー

ヴェールのヴラマンクを訪れるが、「アカデミッ

ク」だと酷評されて、大変なショックを受け、絶

望したという。しかしそれを機にさらに自己の表

現を追求してゆくのであるが、その重要な転機に

なった日がこれで判明するのである。これまで佐

伯の伝記では、いずれもそれは1924年年初夏と

なっているのみで、正確な日付は記されていない。

伝えられているのはその日の晩、ゴッホが滞在し

ていたカフェ・ラヴーに泊まり、翌日ガシェ家を

訪れてゴッホの絵を見たということである。その

ことからすると、彼は芳名録に1924年７月１日に

署名をしているので、この運命的な日はその前日、

すなわち1924年６月30日ということになる。また

彼の署名のページをそうした意味で見ると、その

ような日の翌日、ゴッホに心酔していた佐伯が如

何に喜んでゴッホを見て感動したか、そして勇気

づけられたのではないかと想像されるページとな

る。

　⑸　小澤秋成

あまり知られてはいない小澤秋成という画家は、

芳名録二冊目にゴッホの墓参のスケッチと、後述

する『画帖』に挟まれていた紙片にも同様の素描

を残している。『薩摩治郎八と巴里の日本人画家

たち』展のカタログによると、彼は藤田の周辺に

いた画家のようで、パリの画廊でその絵がよく売

れていたそうであるが、これもまたこのカタログ

に登場する等々力巳吉という画家と芳名録三冊目

の1929年７月７日に一緒にサインしている。等々

力について上記のカタログの解説に、小沢という

画家とよく郊外に絵を描きにいったということで

あるが小澤秋成であろうかと推測しているが、芳

名録の二人の署名はそのことへの答ではないかと
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思える16。

Ｂ）芳名録に反映される当時の日本の美術界

芳名録は上記のような事実が確認出来るもので

あるが、当時パリへ渡った日本の美術関係者の動

向を伝えるものとして興味深いものであり、それ

はまた当時の日本の美術界を反映したものでもあ

る。

　⑴　児島喜久雄と原善一郎

早くも1911年に雑誌『白樺』で、ゴッホの手

紙の一部を日本で最初に翻訳紹介した美術史家の

児島喜久雄が、原善一郎、末子夫妻と共にガシェ

家に来訪していることは、興味深い。現在、国立

西洋美術館所蔵となっているドラクロアの「聖母

の教育」を購入したのは、横浜の三渓園で有名な

原三渓の子息の原善一郎で、パリの画廊ローザン

ベールで購入したものであったが、それについて

は美術史家の児島喜久雄が手伝っていたことが

『美術研究』の児島の回想記に述べられているか

らである17。尚、原三渓は前田青邨や小林古径な

どの日本画家をヨーロッパへ送ることに資金を出

していたパトロンであった。この二人の画家は芳

名録には登場しないが、彼らと原善一郎夫妻の滞

欧中の写真を前田青邨のアルバムよりご遺族が見

つけられ、今回の芳名録紹介本に掲載させていた

だいた。当時の原三渓と日本画家たちの渡欧との

関係を想起させるものとして興味深い。

　⑵　1930年協会と独立美術協会

パリで励ましあい、グループをなし、芸術創造

の夢を共にした画家の仲間たち、いわゆる「パ

リの豚児たち」18と称される里見勝蔵、佐伯祐三、

小島善太郎、前田寛治らの署名が同日ではないが

芳名録に見られることは興味深い。彼らは帰国後

パリで構想しあったグループを創立する。それ

は1926年に創立された「1930年協会」であるが、

佐伯祐三に続いて前田寛治も死去したことで、そ

れは現在も続いている「独立美術協会」へと展開

してゆくが、日本の近代絵画の方向づけには大き

な役割を果たす流れをつくった。フォーヴィスム

の影響が特徴といわれる独立美術協会の画家たち

の多くが、オーヴェールへゴッホを見にゆき、署

名していることは、当然のことといえる。

佐伯の影響でパリ風景を生涯描いていた萩須

高徳氏も芳名録三冊目に署名しているので、尾

本がパリでお会いした折に当時のことを伺ったこ

とがあったが、「パリに日本の画家たちが着くと

先輩たちがゴッホを見にオーヴェールにゆけとい

われて皆いったものだった」とのことであった。

フォーヴィスムの影響の画家たちにとっては、や

はりゴッホを見ることは重要なステップであった

のであろう。

　⑶　藤田嗣治の周辺

別の傾向のグループも見られる。上に引用した

『薩摩治郎八と巴里の日本人画家たち』という10

年ほど前の展覧会のカタログは、今回の調査に大

いに参考になったものの一つであった。それに登

場する画家が多く署名していたからである。薩摩

男爵はパリ大學都市の日本館の寄贈者として知ら

れているが、藤田嗣治を代表とする「仏蘭西日本

美術家協会」の創立会長となり（1929年）パト

ロンとして支援もした19。この芳名録には薩摩も

藤田も署名していない。しかしパリで藤田の周辺

にいた画家や彫刻家たちがガシェ家を訪れており、

有名な画家としては岡鹿之助や高野三三男などが

あげられる。

あまり知られていなかった画家で、最近パリで

も注目されるようになった板東敏雄が２度署名し

ている。彼も藤田の近くにいた画家でその影響は

あきらかである。日本に帰国することなくフラン

スで没したことで、作品はフランスに多く残され

ているが、近年発掘されつつある画家である。彼

は佐野繁次郎とともに最後の1939年４月24日の

署名者である。

藤田のグループではないが、板東と同様、第二

次大戦中もパリに残った彫刻家の高田博厚も署名

しているが、彼は1930年代の終わりころにパリに



69

比較日本学教育研究センター研究年報 第８号

いた日本人画家を一つのグループにまとめて「巴

里日本美術家協会」を作り、そのグループの活動

の一つにガシェ家のゴッホの絵を見にゆくことも

あったと回想記に述べている20。

　⑷　前衛画家たち

芳名録第三冊目になると、時代的にも1930年代

になり、それを反映して、日本の前衛を代表する

ような画家がサインしている。シュルレアリスム

の福沢一郎や抽象画家として重要な長谷川三郎な

どである。長谷川は「ゴッホ、モンドリアン」21

という一文を残している。また鳥海青児、山口薫、

林武といった個性的表現で重要な画家たちも登場

する。

Ｃ）日本画の画家たちと『画帖』

当時、日本画の画家たちもその近代化を模索す

る過程でヨーロッパに勉強に出かけているが、芳

名録にも日本画家が登場することは興味深い。こ

うした日本画家たちは、日本画に限界を感じて油

絵に転向するべきか迷ったり、イタリア絵画に日

本画表現に近いものを見出したり、あるいは大英

博物館の中国の唐時代の絵をみて奮起するといっ

た状況であったようであったが、彼らも各地で西

洋美術を熱心に見て研究していたのである。

　⑴　国画創作協会と橋本関雪

国画創作協会の麦僊や竹喬や晩花についてはす

でにふれたが、彼らはイタリア、スペイン、イギ

リス、ドイツの主要都市の美術を精力的に歩いて

見ている。また橋本関雪は夫人とともに美しい署

名を残している。彼は数度ヨーロッパへ赴いて、

マチスに会ったり、ペルラン家のセザンヌのコレ

クションを見たりしていた。オランダでもゴッホ

のコレクションを見て「詩の世界が有ることをう

れしく思った。そして私はゴーガンを最も愛す」

という文章を残している22。

　⑵　『画帖』の画家たち

ギメ美術館のガシェ・コレクションには訪問者

の資料として他に、折本仕立ての画帖があり、日

本美術部長のエレーヌ･バイユウの協力を得て、

今回はじめて紹介することが出来た。それは11

名の画家の素描と斎藤茂吉の短歌が残されたもの

であるが、そのうち中国人１名を除いて、皆芳名

録にも署名をしている人たちである。その画帖は

日本製のもののようで誰かが持参したものあろう

が、その発案者は誰であるかは不明である。最初

の絵を残している日本画家の広田百豊や石崎光遥、

吹田草牧あたりであろうか。彼らは1923年６月

10日に同道している。彩色があるのは彼らの絵の

みであることから、彼らがガシェ家訪問以前に画

帖に絵を作成して持参した可能性もある。それ以

後の絵はすべて彩色がない。日本画家が訪問する

と、ポール・ガシェはこの画帖と墨と筆を出して

きて、即興で絵を描いてもらったようである。日

本の美術に対してのガシェの関心は高かったよう

で、日本についてのノートも用意し、訪問者から

いろいろ学ぼうとしていたようであるが、特に日

本画の画家の訪問はうれしかったのであろう。日

本人訪問客との交流もその意味で彼にとっては重

要であったのではないだろうか。

そのような状況でこの『画帖』に美しい素描を

残している日本画家としては、他に結城素明、長

谷川路可、山崎良夫などがいるが、素晴らしい渡

し船の風景を水墨で描いている服部亮英について

は、調査では漫画家になったという以外情報が得

られなかった。また小林量造、鈴木武志、石川

誠という画家たちについても情報が充分得られな

かった。

長谷川路可は『画帖』にポール・ガシェをス

ケッチしたものを残しているが、結城素明も別紙

にやはりガシェの素描を残している。この二人の

渡欧目的の一つは、日本画の新しい道をさぐるた

めに、パリのルーヴル美術館、ギメ美術館、ベル

リンの美術館などにある中央アジアの敦煌などの

絵画の模写をすることであった。カトリック信者

の長谷川はフレスコ画をフォンテーヌブローの研

究所で学び、フレスコ画家として活躍したが、イ
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タリアのチビタベッキオの教会の壁画にも長崎の

26聖人の絵を残した。

珍しいのは中国人の楊秀濤という画家が画帖に

墨絵を残していることであるが、芳名録にはその

署名がない。ガシェのメモによれば中国人として

ははじめての訪問者であったとのことで、それは

1930年であったというが、彼の詳細については不

明である。

Ⅲ．芳名録からみる日本のゴッホ受容

芳名録には当然ゴッホと日本との歴史において

関連の深い人たちが登場する。日本のゴッホ受容

において特別の意味のあった人たちや、ガシェと

の交遊を深め、日本におけるゴッホ紹介に努めた

人たちである。

１）日本のゴッホ受容において特別の意味のあっ

た人たち

　⑴　相馬政之助

大正11年（1922年）に署名している相馬政之助

は、日本に最初に到来したゴッホの絵の購入に関

わった人物として重要である。相馬は夫人ととも

に音楽の勉強のために1918年頃からパリに滞在

していたが、その生涯をフランスで過ごした音楽

家である。『白樺』の熱心な購読者であった相馬は、

白樺派の美術館構想の応援をするべく、売り立て

目録や写真などをパリから白樺社に送ったりして

いた。日本に最初に到来したゴッホの油彩画とし

て有名な「ひまわり」は、神戸の山本顧弥太が白

樺派のために購入してくれたのであったが、相馬

はその購入も手伝ったのである23。残念ながらこ

の絵は戦争で神戸の山本の家で焼失してしまう。

フランスでのガシェ芳名録出版後、相馬のご息

女で、現在パリでピアノの教授として活躍してい

る相馬ユキ夫人が、偶然に芳名録紹介本を見つけ、

相馬の署名に気がついたとの連絡があり、相馬の

アルバム資料など見せていただく好機に恵まれた

が、上記の「ひまわり」の購入当時のものと思わ

れる小さい写真もそのアルバムに貼られてあった。

　⑵　矢代幸雄

1922年12月10日に署名の矢代幸雄は、東京文

化財研究所の前身であった美術研究所の所長や大

和文華館の館長など歴任し、重要な足跡を残した

美術史家であるが、ゴッホ作品購入に関して重要

な逸話がある。彼はゴッホなどの後期印象派に対

する白樺派の盲目的な熱中に対しては批判的な記

事を書いていたが、パリ留学中、松方コレクショ

ンの松方幸次郎の収集の手伝いをしてパリの画廊

をめぐっていた際、「アルルのゴッホの寝室」の

絵がすばらしいといって松方氏に購入を勧めた。

しかし、当時のリュクサンブール美術館館長のレ

オンス・ベネディットの保守的な意見に従った松

方氏は求めようとせず、二人はいつもの会食もせ

ずに別れて帰ってしまう。ところが、数日後矢代

は松方がその絵を購入していたことを知って感激

する。第二次世界大戦勃発とともにフランスに残

されていた松方コレクションの約400点の作品は

敵国財産として没収されたが、戦後の日仏間の取

り決めで、その多くが日本に「寄贈返還」される

ことになった際、矢代が日本側の代表として交渉

することになる。相手はフランス美術館総局長の

ジョルジュ・サルで矢代の昔の友人であった。彼

らの若き日の友情は交渉をスムーズにさせたが、

ゴッホの寝室の絵に関しては収集時のいきさつを

矢代が強調したものの、作品としての重要性か

ら「寄贈返還」されず、フランスに残され、現在

オルセー美術館所蔵となっている24。松方はオー

ヴェールのガシェ家を訪れてはいないが、ガシェ

は松方氏には関心をもっていたようである。尚、

「寄贈返還」された松方コレクションの中にゴッ

ホの油彩画として「バラ」の絵が一点あるが、そ

れは旧ガシェ・コレクションのものであり、パリ

の画商ローザンベールから松方が買ったもので

あった。現在上野の西洋美術館に所蔵されている

ものである。

上記の1999年のグランパレのガシェ･コレク
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ションについてのカタログの時点では、旧ガシェ

･コレクションで日本に到来したゴッホの絵が他

に３点あり、そのうちの１点は笠間日動美術館所

蔵の「サンレミーへの道」であり、他２点は個人

コレクションのものであるが、そのうち１点は所

在不明とされている。

　⑶　佐伯祐三

芳名録署名者中、画家としてゴッホとの関係が

特に重要であったのは、佐伯祐三であろう。彼の

作品には造形的にはヴラマンク、テーマからはユ

トリロの影響があるといわれるが、いろいろな周

囲の証言からするとゴッホをもっとも崇拝して

いたということであり、その画家としての生き方

においても、また画題にも深い影響が指摘されて

いる。彼はオーヴェールの教会や役場の絵を描き、

絶筆の一つは郵便配達夫を描いたものであった。

芳名録の署名は２度のみであるが、ガシェ家には

何度も訪れて、ガシェ夫妻とも親しく交流してい

たようで、ガシェ夫妻がパリの佐伯のアトリエを

訪れた際の写真資料も残されている。ガシェは佐

伯の絵をユトリロ以上に高く評価していたという。

　⑷　斎藤茂吉

斎藤茂吉は芳名録の２冊目の1924年11月２日

に署名しているが、彼はその短歌の詩作において

もゴッホの絵画に深く共感を覚えており、『白樺』

が紹介してまもなく、1914年に早くにもゴッホ

の絵に触発された『一本道』という一連の短歌を

発表しており、その後ウイーンやミュンヘンに留

学したときには美術館でみたゴッホの絵について

のメモをくわしくノートしている。そしてパリ滞

在中、オーヴェールにまで赴いたのである。それ

に関しては「オウヴェール行」という紀行文を雑

誌『中央公論』に掲載したことでもよく知られて

いるが、その中で彼は精神科の医師としてもゴッ

ホについて医学的な考察も行い、ゴッホの場合は

躁鬱症であってヤスパースのいう精神分裂症では

ないと診断する。オーヴェールでの短歌もいくつ

か発表されているが、パリ滞在の日記風な短歌で

ガシェがパリの茂吉のホテルにまで訪ねてきたこ

とが知られる。斎藤茂吉におけるゴッホについて

は、木下長宏氏の『思想史としてのゴッホ、複製

受容と想像力』25での考察や、片野達郎氏の『齋

藤茂吉のヴァン・ゴッホ　歌人と西洋絵画との邂

逅』26などがある。

上記の『画帖』には斎藤茂吉の自筆によるオー

ヴェールでの短歌「一向に澄みとほりたるたまし

ひのゴオホが寝たる床を見にけり」があるが、こ

れは茂吉の短歌として未発表のものであるようで

ある。

２）ガシェとの交流を深め、日本におけるゴッホ

紹介に努めた人たち

芳名録で目につくのはやはり、ポール・ガシェ

との親交を深めた人たちである。彼らはまたゴッ

ホについての情報を伝えることや、展覧会に関わ

ることで、日本でのゴッホ紹介に貢献してゆく。

　⑴　里見勝蔵

それはまず、芳名録以前の1921年にガシェ家を

訪れた里見勝蔵である。里見の『白樺』に掲載さ

れた上述のガシェ家訪問記がその様子を伝えるが、

彼はその頃、ポール・ガシェがゴッホの死んだ際

に弟のテオからもらったという、ゴッホが所持し

ていた浮世絵を一冊の和風のアルバムに装丁する

作業を、彫刻家の保田龍門とともに手伝った。そ

れは日本語で『ゴーグの思い出』と題されたもの

で、その冒頭には里見と保田の感動あふれる文も

添えられており、ゴッホのゆかりの地でゴッホの

思い出のものに触れた二人の感動が伝わってくる。

里見はそのフランス滞在の半分である２年間も

オーヴェールに住み、ヴラマンクに師事していた

ことから、ガシェ家には定期的に食事に招かれた

り、ガシェとパリの展覧会や画廊などに出かけた

りもしている。彼はそうしたことで、オーヴェー

ルにおけるゴッホについてガシェから情報を得て、

ゴッホについての記事「オーヴェルに於けるヴァ

ン･ゴーグ」を美術誌『みずゑ』に連載したり27、
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またゴッホの墓に植えたひまわりの種を日本の読

者に配布したりするなどして、日本のゴッホフア

ンを喜ばせていたようである。

里見などポール･ガシェと親しくしていた日本

人たちが残した記録で重要といえることは、ポー

ル・ガシェの言動などを書き残していることで、

それは貴重な証言でもあることから、なるべくガ

シェ芳名録紹介本ではフランス語にして紹介する

ようにした。それはまたグランパレのガシェ･コ

レクションについての展覧会と関係する。この展

覧会を企画した理由のひとつは、ガシェ･コレク

ションの中には疑わしい作品があるという説が出

されることからであったようで、フランス側とし

ても見解を示すべく、フランス国立博物館科学研

究所による科学的調査やオルセー美術館の専門家

による史実の検証などを行う必要があったのであ

る。ガシェ・コレクションの「ガシェ医師の肖像

画」も疑問視された作品の一つであった。これは

1954年頃からであったそうであるが、その意味

で、当時のポール･ガシェの里見への説明や里見

の考えなどが、フランス側にとっても関心のもた

れることであろうと考えられたからである。「ガ

シェ医師の肖像画」の絵については、ポール･ガ

シェが里見にゴッホの手紙を読んで説明をしてく

れたとのことであるが、里見は当時フランクフル

トの美術館にあったゴッホによるガシェ医師の最

初の肖像画の存在も知っていた。しかしガシェ・

コレクションの「ガシェ医師の肖像画」について

は、雑誌『みずゑ』に掲載した上記の記事で「い

い肖像画だ。こんなにほれぼれと見る肖像は多く

ない」といいきっている。

里見は第二次大戦後に再びパリを訪れた際に、

ガシェと再会し旧交を温めている。ガシェ家が

コレクションを国家に寄贈した後であったが、ガ

シェが昔の日本人たちの訪問客を思い出して、日

本人が如何にゴッホを好きであったか、それに比

べてフランス人は今になって熱中しているが、当

時はゴッホを罵倒さえしていたともいっているが、

このことはフランスではゴッホを受け入れるのが

遅かったことを伝えていて興味深い。

　⑵　硲伊之助

硲伊之助は、後期印象派やフォーヴィスムの

影響を大きく受けた1912年のフューザン会にも

参加した画家であるが、1920年代にはフランス

に９年も滞在し、1930年代にも再度フランスに

２年ほど滞在し、マチスに師事している。コレク

ターでもありコローやルソーなどの絵を集めてい

た。彼もガシェと親しくなり、パリで音楽会など

に同道したりもしていた。パリで日本の浮世絵師

から木版画の手ほどきうけ、その後佐藤春夫の自

伝的短編の自筆本を木版で作成した『絵入りみよ

子』28を出版し、ガシェに寄贈したものが、ギメ

美術館のガシェ・コレクションに残されている。

硲はマチスに師事していたことで第二次大戦後

フランスへ早くに行くことが出来、敗戦後の日本

人を励ますためにとゴッホの日本での展覧会の企

画に奔走している。当時戦後の反日感情の強かっ

たオランダからの借用は困難であったが、硲のパ

リでの人的交流の後押しもあり、可能となったと

いう29。それは1958年の日本で初のゴッホ展とし

て歴史的なものとなった。硲はゴッホのエミー

ル・ベルナール宛と弟テオ宛の書簡の翻訳もし、

それは長年にわたって現在も文庫本として発行さ

れている30。

　⑶　間部時雄

間部時雄は、近年、三重県立美術館や府中市

美術館などの展覧会で注目されるようになった

画家であるが、オーヴェールに数度滞在し、オー

ヴェール風景を油彩で表したり、ガシェに手ほ

どきを受けて銅版画でも制作したりしている。そ

れには、ゴッホがその唯一の銅版画作品であるガ

シェ医師の肖像の「パイプを持つ男」を摺ったプ

レス機を使ったのであるが、間部はそのゴッホの

作品もガシェから贈呈されている。このプレス機

は、現在、東京芸術大學に所蔵されている。彼は

帰国後ガシェに漢字で「我思永」の印を篆刻させ
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て贈呈しており、ガシェの所蔵していた日本の書

籍などにこれがよく捺されている。以前からなぜ

この印をガシェがもっていたのかが気になってい

たのであったが、間部の遺稿が2004年に府中市美

術館の『間部時雄と京都の仲間たち』展のカタロ

グ31に紹介されたことにより判明した。

この遺稿はポール・ガシェとの会話などが伝え

られていて興味深いものであるが、それにもやは

り問題の「ガシェ医師の肖像画」についてのガ

シェの説明がある。それはガシェ医師がゴッホに

自分の肖像画を描いてほしいと頼み、自分は医者

なので薬草のジキタリスを添えてほしいと、ガ

シェ医師自身がそれをスケッチしたものをゴッホ

に見せたのだという。そして息子のガシェはその

スケッチを間部に見せたと記されている。ジキタ

リスについてはガシェ医師の友人であった医師

ヴィクトール･ドワトーによるガシェ医師につい

ての回想記32にも記されているが、ガシェ医師が

ジキタリスのスケッチをしてゴッホに見せたこと

については触れられていない。そのデッサンがオ

ルセー美術館かルーヴル美術館に残されているか

は未確認である。

　間部は、帰国後パリへゆく日本の友人たちをガ

シェに紹介しているが、その土産に託したものの

一つが、広重の版画「東海道五十三次」シリーズ

の一揃いの複製であったようで、間部がガシェ宛

に献辞をしたためたものを、パリのあるコレク

ターが近年入手している。

　⑷　足立源一郎

春陽会の山岳画家として知られる足立源一郎は、

最初のフランス滞在の折、先に触れたように山本

鼎とガシェ家を訪れた際にはガシェが動員されて

いて何も見られなかったが、第一次大戦後に夫人

とともに訪れたようで、1923年８月12日に芳名

録に署名している。彼はガシェ医師についての

伝記「医師ポール・フェルディナン･ガシェ」と

いう記事を雑誌『アトリエ』に連載しているが33、

それは足立がポール・ガシェに父親についての当

時のヴォラールやコキオなどによるゴッホ評伝で

の扱いがあまりに変人に扱っているので、正確な

評伝を書きたいというと、ポール・ガシェは上記

の父親の友人で医者のヴィクトール・ドワトーの

残した評伝が正確だとして渡されたことから、そ

れを翻案して紹介したのであった。しかしこの

翻案では、先ほどのジキタリスについての部分は

省かれている。足立は後に『原色版ゴッホ大画

集』34も出版した。

　⑸　式場隆三郎

芳名録三冊目では、式場隆三郎がゴッホとの関

係では最も重要となる。式場については木下長

宏氏の前述の著書やその他の論文35があり貴重で

ある。白樺派や民芸運動に参加していた式場は、

ゴッホに関心を寄せるようになり、精神科医とし

てのゴッホについての研究論文『ファン・ホッホ

の生涯と精神病』を、芹沢銈介の装丁による豪華

な二冊本にして、1932年に出版する36。ポール・

ガシェにも献呈され、その上巻を受け取ったガ

シェの礼状が下巻の冒頭に飾られている。上巻は

それまでのゴッホの精神病についての研究を網羅

的に検討し、式場自身の見解を述べたものである

が、下巻は彼の研究のために収集した資料であっ

たゴッホの展覧会や作品のデータ、外国や日本で

のゴッホについての著書や論文類をリストアップ

したものである。それ以来、1930年代においては

日本でのゴッホについてほとんど独占的に紹介出

版し、ガシェとの交流も深め、フランスで未発表

であったセザンヌの版画についてポール・ガシェ

が書いた論文を、『中央公論』に翻訳して紹介し

ている37。またポール･ガシェが編纂した『印象

派画家の手紙』を、これも美しい漆の装飾模様を

使った芹沢の装丁で翻訳出版しているが38、これ

はガシェ医師や印象派画家のコレクターであった

ウジェーヌ・ミュレールへ宛てたギヨーマン、ピ

サロ、モネ、ルノワールなど印象派の画家たちの

手紙を紹介したものである。いずれもこれらの日

本での出版は1930年代であったが、フランスで
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はセザンヌの版画についての論文は1952年、印

象派画家の手紙は1957年になって出版されたも

のである。ガシェが日本に先に発表権を与えてく

れた理由として式場は、芳名録をみると日本人が

いかにゴッホを愛したかがポール･ガシェに伝わ

り、その気持に感動したガシェが、フランスより

も先に日本での発表を可能にしてくれたのであろ

うと解説している。式場はまた自身のエッセー集

に、ガシェ家で見た芳名録三冊目の『出頭没頭』

というタイトルを付して出版している39。

式場のゴッホについての出版物は木下氏の調査

によれば50点以上になるとのことである。また

1953年のゴッホ生誕100年記念には、東京の丸善

書店で、彼の集めたゴッホ関係資料や複製で展覧

会を催し、実物の作品がなかったにもかかわらず、

展覧会として大成功を収めたという。山下清を日

本のゴッホとして招介したことなどはよく知られ

ていることである。

　その他興味深い資料としては、戦後の1952年

に、日本の版画作家奥山儀八郎がゴッホの「タン

ギー爺さん」の複製を木版で作成したものが、ギ

メ美術館のガシェ･コレクションにある。それは

フランスの週刊誌『パリ・マッチ』300号（1955

年）に掲載のポール･ガシェのインタヴュー写真

でガシェの手元に写っているもののようで、それ

は国に寄贈されたガシェ・コレクション紹介の展

覧会が1954年に催されたことにちなんだルポル

タージュの写真であったが、もはやガシェ・コレ

クションのゴッホの作品がすっかり姿を消したガ

シェ邸でガシェが日本から贈られたこの奥山儀八

郎の木版画作品を大事にしている想いが象徴的に

伝わってくるものである。シンポジウム後、田中

淳氏から、奥山儀八郎は松戸市の出身で、国府台

の病院の式場隆三郎と親しくしていられたことか

ら、式場を通じてこの版画がポール・ガシェに贈

られたことが考えられるとの貴重な情報が寄せら

れた。式場とガシェの交流の新たな事実が判明し

たことになる。

結語

芳名録のような資料は、まずは史実の確認をす

ることが急務であり、フランスでの紹介において

は事実の解説に終始した。それを通じて日本の近

代美術の歴史を理解する手がかりのひとつになれ

ばとも思えたからである。またこれはそれぞれの

人物の足跡がはっきりとしたピンポイントとして

判明する資料であることから、まず関心のもたれ

ることは、個々の芸術家などの探求の道において、

このオーヴェールのガシェ家訪問がなんらかの意

味があったかどうかということであろうと思われ

る。その意味で今後個々の作家のデータ資料の一

つになるであろうが、そうした研究に資すること

にこの芳名録の第一義的な資料的意義があるであ

ろう。

しかし、芳名録の署名者たちが想起させる背景

や、彼らの果たした役割をあらためてみてみると、

日本独特のゴッホ受容の一面を象徴的に物語る資

料として考察すべきものでもあるといえる。そう

した現象についてのさらなる解釈を深めることも

今後の課題なのであろう。ともあれ、芳名録にま

ず際立って見えることは1920年代30年代の日本

の美術や文化の状況などが映し出されることであ

る。それはまた、西洋文化を吸収することを課せ

られた時代に日本近代の造形表現を追求しようと

した人たちの軌跡の一端、彼らの苦悩や情熱を伝

える巡礼の記録でもあり感動的でさえあるもので

ある。
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